
評価基準　　　　Ａ：達成している　　　　　　　Ｂ：若干の改善余地がある　　　　　　　　　Ｃ：達成していない
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１ 生徒の適性や希望を生かした進路指
導を行う。

  勤労青少年に教育の機会を与える定時制課程設置の本
旨に則り、「働きながら学ぶ」ことへの強い意志と堅い信念を
培い、工業技術の基礎知識・技術を習得させ、もって社会の
有為な形成者を育成する。

・正門での立ち番および校内巡視等を積み重
ねることで、安全・安心な学びの場を保障す
る。
・講話や日々の職員の声掛けを通し、安全に
通学するよう支援する

１　自己の在り方、生き方を考え、将来設
計と社会参画の意識を醸成する。

２　仕事や社会で必要となる力(基礎的･
汎用的能力)を育む。

１ 基本的生活習慣を定着させる。

１ 基礎基本を大切にしたわかりやすい授
業を行う。

・生徒の実情に応じた興味関心の持てる教材
を考え、プリントを用いたりＩＣＴを利用したりし
てきめ細かな指導をする。
・必要に応じて、個別の学習指導等を行う。

・生徒や家庭とのコミュニケーションを大切に
して、丁寧な生活指導を行う。

　令和３年度（2021年度）学校評価表（中間報告）

①多様化する生徒を深く理解し、一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな教育活動を行う。
②自己実現に向けてキャリア教育を充実させ、豊かな人間性を育み、生きる力を育てる。
③人権を尊重し、自己効力感を持たせ、いじめや体罰のない安全・安心な学校をつくる。

中間評価

・生徒と職員が互いに気持ち良く挨拶をし、生徒の微妙な変化をも見逃さないよう心がけている。
・生徒・保護者とこまめに連絡を取り合うことにより無断での欠席は減少しているが、コロナ禍による生活の変化や、無理をさせない対応により、
生活のリズムが乱れ休みがちになる生徒もいた。
・交通講話を実施し、安全なバイク、自転車、自動車通学での安全利用を確認した。
・ホームルーム等で、生徒の交通安全への意識向上をはかっている。特にバイクや自動車の運転については、繰り返し確認している。

・コロナ禍であったため、企業見学は実施できなかったが、若手の経営者中心の地元企業の方の協力を得て、上田千曲産業展を実施し、働くと
いうことやものづくりに対する興味関心が高まった。地元企業の物作りに触れて、働くことの意欲につながった。
・就職指導では懇談を丁寧に行い、いくつもの企業を見学して、生徒はもちろん保護者も納得できる就職につなげることができた。

具体的目標 具　　体　　策

　　　　　　　　　　　　　　今　　年　　度　　の　　重　　点　　目　　標

学
習
指
導 中間評価

・７月に第1回授業アンケートを行い、その結果職員で共有し、授業改善につなげた。
・コロナ禍で、授業内容を工夫し、生徒の負担を最小限にし、効率的に行うために、実物を見せたり、教科間で連携するなどしているが、基礎学
力定着のためのPDCAサイクルの構築は十分ではない。
・技能検定取得を含めた指導で、技能習得に向けて努力する生徒が増加している。その結果、技能検定や各種資格に挑戦する生徒も増加して
いる。
・課題研究発表会に向けて、全員で協力しながら作品づくりに熱心に取組んでいる。

２ 工業科目の特色を生かし、生徒が興味
関心を持って意欲的に学べるよう工夫す
る。

・生徒の興味関心を引き出す指導及び教材
を工夫する。
・個々の意欲を引き出すために資格取得等を
促す。

・生徒が希望・意欲を持ち、納得した進路実現ができ
たか。

中間評価

・長年培った伝統を礎に、地域からの信頼を一層高めるとともに、地域社会や産業を担う人材を育て
る。
・ものづくりを通して基礎技術や知識の定着を図り、職業人としての姿勢を確立する。
・生徒一人一人が達成感を味わい、生きる力を身に付けるために教育活動を推進する。

・生徒の無断欠席や遅刻、早退などが減っているか。
・お互いが気持ち良く挨拶ができるようになったか。

・生徒の心に寄り添いながら、安全・安心な学びの場
を構築することができたか。

具体的目標 具　　体　　策

具体的目標

・実情を理解して、学び直しを取り入れた学習ができた
か。
・生徒が授業を理解し、意欲的に取り組むことができ
たか。

目　指　す　学　校　像　（　中　・　長　期　的　目　標　）教　　育　　方　　針（　学　校　教　育　目　標　）

教
育
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進
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・指導及び授業に有効な工夫ができたか。
・生徒が資格取得に積極的に挑戦したり、課題研究発
表会に意欲的に取り組めたか。。

・ものづくりや実習体験などを通して適切な職
業観を育てる。

２ 職業人としての自覚と意欲を育む。

・実習への積極的な参加や、日中の就労を支
援し将来設計を図る。
・日々の境域活動を通して、卒業後の社会人
としての自立を目指す。

・生徒が規則を守り、安全に実習に取り組めたか。
・就労支援を積極的に行うことができたか。

・生徒が生活体験発表文が適切に書け、皆の前で発
表できたか。
・生徒が意欲的に社会人講話や進路講話に参加でき
たか。

・生徒が就労体験をして、基本的生活習慣が身に付い
たか。

評　価　の　観　点

評　価　の　観　点

評　価　の　観　点

評　価　の　観　点

・ものづくりに携わる意識を育む指導が適切に行われ
たか。

中間評価

・生徒に対し就労支援をし、確かな職業観を
育成する。
・講演会や個別面談等を通じて恒常的なキャ
リア教育を行う。

具体的目標

・生活体験発表文を書き、全校の前で発表し
合う。
・社会人講話や進路講話を実施する中で、自
己分析を図れる能力を身に付ける。

・就労体験や学習活動・特別活動等を通し、
相互に理解し合い自己の心をコントロールし
ながら、社会人としてのマナーやルールを守
ることや、基礎的・汎用的能力を身に付ける。

・各学年および校内生活体験発表大会では全員の生徒が皆の前で体験文を発表することができた。
・東信地区生活体験発表大会では最優秀賞、県大会では、審査員特別賞を受賞した生徒の努力する姿を全校生徒で共有し、発表生徒の成長
していく姿を間近に見ることで、自分たちもできるという自信につながった。
・１０月にはキャリア教育講演会を行い、生徒の就労に対する意識向上につなげた。
・就労先の紹介を行うことなどにより、７割を超える生徒が就労し、社会と関わりを持ちながら、職業観を伸ばしている。

３　様々な学習や体験を通して勤労観・職
業観の形成を促し、卒業後の進路選択に
結びつける。

具　　体　　策

２ 校内巡視の実施、事故防止の呼びか
け等の活動を積み重ねることで、安全・安
心な学校づくりを推進する。

具　　体　　策



③

③

①
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１ 地域との連携を深め、地域の支援を得
つつ、より充実した教育活動を図る。

・ホームページ・学校説明会・体験入学等を
通して本校定時制の特徴を理解していただく
ように努める。

２ 他者を思いやる心や公共心を育てる。

・昼、夜の連絡会を有効に活用し、職員相互の連絡を密に取ることができている。

中間評価

評　価　の　観　点

評　価　の　観　点

評　価　の　観　点

・学校行事や生徒会活動等に積極的に参加
させ、達成感を育むと共に、協調性を培う契
機とする。

・清掃・実習・クラブ・ボランティアなどの活動
を通じ、責任を持って自分の役割を果たし、
他者を認め互いに協力できる関係を築く。

・生徒が相互にかかわりを深めあい、仲間と協力して
活動する喜びを体験できたか。

具　　体　　策

具　　体　　策

中間評価

評　価　の　観　点

・毎日の連絡会を有効に利用し、係相互の連
携を図る。

１ 少人数の利点を生かし、分掌機能の連
携と充実を図る｡

１ 多様な生徒の要求に対応できる教員の
資質の向上を図る。

２ 定時制の特性や実態をよく理解しても
らい、学ぶ意欲と自覚を持つ入学希望者
の確保を図る。

・職員研修会等を実施し、キャリア教育・特別
支援教育等の教育課題に対して職員が理解
を深め、全員での取り組みを行う。

具　　体　　策

具体的目標 具　　体　　策

１ 行事やクラブ活動など様々な活動を通
して自信と希望を持たせる。

・コロナ禍で五者懇談会は中止した。来年度は、より充実した五者懇談会を実施したい。
・教育振興会からは、新入生歓迎会、終業式での皆勤賞、生徒の生活体験発表大会で激励の言葉をいただき、生徒の意欲の向上につながっ
た。
・ホームページのこまめな更新を心掛け、本校定時制の実態を発信することができた。
・地元企業と連携を図り、「ものづくり」への興味関心、就労の意味・意欲の喚起をしている。

tiku

・生徒は積極的に生徒会活動や学校行事に参加し、
達成感や自信を持つことができたか。

・係の意図をよく理解し、学校全体でそれに取り組むこ
とができたか。

・研修会等を通して教育課題への理解が深まったか。
・研修成果を生徒に還元できたか。。

・様々な機会を通して、教育振興会との連携を深める
ことができたか。
・五者懇談会が充実したものになったか。

・ホームページの更新が十分に行えたか。
・中学生及びその保護者、中学校職員に本校定時制
の特徴を理解していただくことができたか。

中間評価

・研修会参加者はその内容を職員に伝達し、生徒に還元できるようしている。

具体的目標

・教育振興会との連携を大切にしながら、生
徒の就労先との連絡を密にし、五者懇談会
（保護者・就労先・職員・卒業生・在校生の五
者）への参加を呼びかける。
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中間評価

・コロナ禍ではあったが、新入生歓迎会、生徒総会、クラスマッチ、千曲祭,などの生徒会行事を通して、生徒相互で協力しながら活動する姿勢が
見られた。
・クラブ活動では、東信大会でバドミントン男子個人戦で優勝した。剣道男子個人戦、自転車競技で全国大会に出場し、自転車競技では、タイム
トライアルで全国5位に入賞した。結果に関わらず、生徒が相互に関わり合い、互いの競技力向上し、目標に向けて頑張る姿があった。。

具体的目標


